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日本精工㈱ 渡部 幸夫

状態監視振動診断技術者
コミュニティの活動報告
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試験システム小委員会 主査：山口

状態監視振動診断技術者コミュニティの設⽴と運⽤／学会内の運営組織
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(社)日本機械学会会長

訓練機関(外部機関) 新川ｾﾝｻﾃｸﾉﾛｼﾞ，東芝， 旭化成ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ，

JFEｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｯｸ， IMV 合計５ 機関

ISO18436に準拠

トライボロジー技術委員会 振動技術委員会

資格認証小委員会 主査:平野資格認証小委員会

訓練機関認定小委員会

品質管理システム委員会

計算力学資格認証専門委員会

状態監視振動診断技術者コミュニティ

主査：渡部 幹事：沼尻、内田

機械状態監視資格認証事業委員会 委員長：藤原

訓練機関認定小委員会 主査：山口

イノベーションセンター

状態監視振動診断技術者コミュニティのねらい
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認証者 3209名
2017年10⽉時点

⾚外線診断
資格認証者
321名
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日本の受験者数、合格者数、合格率、平均点の推移

2004年6⽉ 2018年6⽉

70点以上合格

カテゴリーⅠ
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日本の受験者数、合格者数、合格率、平均点の推移

2004年6月 2017年6月

70点以上合格

カテゴリーⅡ
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2005年11⽉ 2017年6⽉

70点以上合格

日本の受験者数、合格者数、合格率、平均点の推移

カテゴリーⅢ

今年度期待
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62007年11⽉ 2018年6⽉

70点以上合格

日本の受験者数、合格者数、合格率、平均点の推移

カテゴリーⅣ

0

20

40

60

80

100

0

100

200

300

400

500

合
格

率
（
%
）
，
平

均
点

（
点

）

受
験

（
申

請
）
者

数
（
人

）
，
合

格
者

数
（
人

）

受験申請者数 受験者数

合格者数 合格率

平均点

今年度期待
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震災

2004年6月 2018年6月

日本の受験者数、合格者数、合格率、平均点の推移
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状態監視診断技術者（振動）認証者数

カテゴリー
Ⅰ

カテゴリー
Ⅱ

カテゴリー
Ⅲ

カテゴリー
Ⅳ

合計

⽇本
合格者

2004.6～
2017.10

404名 2465名
312 名 28 名

3209名

17名* 18名* 35名*

韓国

2006～2017
180名 912名 144名 試験準備中 1236名

米国

～2018.10
1365名 2046 2035名 111名 5557名

* : マレーシアでの合格者（2014年より開始）
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日本の受験申請者の所属産業分野

振動

2004年度第1回〜2016年度第2回
の受験者累計 5545⼈

2009年度第1回〜2017年度第2回
の認証者累計 749⼈

トライボロジー
カテゴリⅠ：579名
カテゴリⅡ：162名
カテゴリⅢ：8名

合計：749名
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状態監視診断技術者(振動)の国際相互認証

現在は技術交流のみ

11

状態監視診断技術者(振動)の合格者推移

震災

カテⅢ

韓国に抜
かれた
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機械設備保全の課題

機械設備の設計・製造・生産業務範囲
設備の生産性向上を獲得するには、

設計者の知見をどう取り入れるかが重要 13

コミュニティの活動状況(HP) http://www.jsme.or.jp/conference/joutai/

・診断技術の勉強のための講演資料20件

振動診断Q&A件

・カテゴリⅣ合格者による診断事例
22件

・事前メール受付による振動相談回答

・資格取得で役立った事例

・振動診断Q&A 8件

14

HPの担当と窓口

HP 全般担当 内田／沼尻幹事

E-mail：uchida@jfe-advantech.co.jp
E-mail：Kouichirou_Numajiri@jpower.co.jp

振動診断Q&A 窓口担当 渡部主査／沼尻幹事

E-mail： watanabe-yukio@nsk.com   （2018.6変更）

診断ハード・ソフト 紹介記事募集 内田幹事
E-mail：uchida@jfe-advantech.co.jp

(電源開発㈱）

(日本精工㈱）

(JFEアドバンテック㈱）

(JFEアドバンテック㈱）

コミュニティ

スキルアップしよう

キャリアアップしよう社外に同士をつくろう

状態監視振動診断技術者コミュニティの輪を広げましょう
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① 技術の品質が保障される

② 技術レベルの目安となり技術継承の物差しとなる

③ 発注先の選定条件として使用できる

④ 国内外の仕事の受注につながる

⑤ 国内外での議論の場で優位に立てる

資格のメリット


